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＜インドネシア・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2022 年 10 月 14 日 

インフレ抑制を目指し政策金利 50bp 引き上げ 

世界の他の国々と同様、インドネシアもインフレに直面している。インドネシア中央統計局

（BPS）によると、同国の 2022 年 9 月のインフレ率は前月比+1.17%に達した。これは直近の

基準年 (2018 年) 以来、月次で最高水準である。前年同月比でも+5.95%という高水準を

示した。 

 
出所：インドネシア中央統計局 

支出項目別に、最も上昇したグループは輸送であり、インフレ率は前月比+8.88%だった。

ロシアとウクライナの紛争により燃料価格が急騰し、輸送コストが上昇している。食品・飲

料・タバコのインフレ率が前月比-0.30%（前年同月比+7.91%）となるなど月次では落ち着い

た項目も多いが、燃料価格や輸送へとインフレ項目が広がってきたといえる。 

 
出所：インドネシア中央統計局 

1.17

-0.5

0

0.5

1

1.5

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

% 2018年1月から2022年9月までの前月比インフレ率

(0.30) 0.35 

8.88 

0.28 

7.91 
5.04 

16.10 

5.17 

 (5.00)

 -

 5.00

 10.00

 15.00

 20.00

食品・飲料・

たばこ

家具・家庭用設備・

メンテナンス

輸送 パーソナルケア・

その他サービス

% 支出項目別のインフレ率（2022年9月単月）

前月比(%) 前年同月比(%)

情報提供用資料 



 

当資料は、情報提供を目的として、キャピタル アセットマネジメント株式会社が作成したもので、投資信託の売買を推奨・勧誘するものでは
ありません。当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。当資料に市場環境等についてのデータ・
分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。当資料は当社が信頼性
が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。 | 2 

9 月下旬の会議で、インドネシア中央銀行は政策金利（７日リバース・レポ金利）を 50 ベー

シスポイント（bps）引き上げ、4.25%とすることを決定した。これは、インドネシア政府による補

助金削減に伴い燃料価格が約 30%引き上げられ（9 月）、インフレ率の高まりが想定される

ことによる。また、米連邦準備制度理事会（FRB）が積極的な利上げを続ける中、インドネシ

アに限らず、アセアン域内の多くの国々ではインフレ抑制や自国通貨防衛のために利上

げに動いている。 

アセアン域内のインフレ率（9 月の前年同月比）と直近の政策金利引き上げ 

 インフレ率 利上げ幅 (bps) 利上げ発表日 

タイ 6.41% +25 9 月 28 日 

フィリピン 6.90% +50 9 月 22 日 

インドネシア 5.95% +50 9 月 22 日 

ベトナム 3.94% +100 9 月 22 日 

出所：CPVN 編集 

インドネシア中央銀行が通常よりも大幅な利上げをしたことは、今後数か月での更なる利

上げを示唆していると市場では捉えられている。米国との一定の金利差を確保するまで、

インドネシア中央銀行が利上げの手綱を緩めることはできないかもしれない。 
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